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K3−19　 0xytocin に よる情動制御機構
一ノ ッ クア ウ トマ ウ ス の 解析 よ り
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【目的】近年産後 うつ 病や更年期症侯群 における不安神経症などの 疾病の 増加が 指摘 され て い る が 有効 な 治療 が な い 患 者 も い

る の が 現状 で ある．不安情動の 中枢 で ある扁桃体 に は多数の oxytocin 受容体 （以下 OT ）が 発現 して お りOT が抗不安作用を
有する こ とが 明 らか に され て い る ．第 59 回の 本学会で は ，OT に よる 抗 不安作 用 は RGS2 （Regulator　of　G−protein　signaling
2＞の 発現制御に よる 可能性を報告 した が，今回 は OT 受容体 KO マ ウ ス を用 い OT に よる 抗不安作用と RGS2 発 現の 関係 に

つ い て 検討したの で 報告する．【方法】1）野 生株マ ウ ス に 拘束ス ト レ ス を加え高架式十 字 迷 路 を用 い て 不安 の 定量 を行い 非拘
束群 と比較し た．また不安 の 程度 と RGS2 発現 の 関連を検討 した，2）OT 受容体 KO マ ウス に拘束ス ト レス を加え，不安の 定
量 と RGS2 の 発現 を検討 し非拘束群，野 生株 と比 較 した．【成 績】1）野生 株 に 拘束ス トレ ス を加える と非拘束群 と比 べ 不安が

少ない 傾向が 見 られ，そ の 傾向は RGS2 の 発現 と正の 相関を示した．2）OT 受容体 KO マ ウス で は拘束 ス トレス 後明らかに 不
安が 強 くな り，また RGS2 の 発 現も野生株 と比 較 して 抑制 され て い た．野 生 株 マ ウ ス に オ キ シ トシ ン受容体 ア ン タ ゴ ニ ス トを

投与 し，拘東ス トレ ス を加えて も RGS2 の 発現 は抑制 され た．【結論】以前我 々 は授乳時や ス トレ ス 下 で RGS2 が 発現上 昇する

こ と を報告 した．本 研 究 に よ り RGS2 の 発現 は OT が 作用 し て 制御 され る こ とが 明 らか に なりRGS2 が 発現する こ と で不安
抑制をす る こ と も明らかになっ た．以上か ら OT に よる抗不安作用 は RGS2 の 発現制御に よる もの と考え られ た．

K3−20　ク ラ ミ ジァ感染 に伴 う遅延 型 ア レルギー
性組織障害からみ た血中ク ラ ミジ ア IgA 抗体の 測定意義 に 関す る検討
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【目的｝局所 に残存す る ク ラ ミ ジア 由来熱 シ ョ ッ ク 蛋白 （hsp）が，治癒後 に宿 主 の 遅 延 型 ア レ ル ギー
反応 （DTH ）を誘導す

る こ とが 知 られ て お り卵管組織障害の 原因 と して 考 えられ て い る．一
方，局所免疫 を 反映す る 血中ク

．
ラ ミ ジ ア エgA 抗体価

（IgA）は，感染の 活動性を反映 し治癒後 に陰性化す るが，一
部で 陽性 が持続す る 群が 存在 し DTH との 関 連性 が 考 え られ る．

本 研 究 で は，IgA が hsp の 関与す る DTH と関連 が ある かを検討す る 囗的で IgA を陽性，陰性 群 に 分別 し血 中 hsp 抗体価
（hspAb ）と細胞性免疫能 を測定し比 較検討 した．【方法】PCR 法に よ りク ラ ミ ジ ア の 現行感染を否定 した 237例 を対象 と した．
IgG．　lgA，　hspAb 及び 細胞性免疫 の 亢進 で上 昇す る 血中 IP−10 と体液性免疫 の 亢進で 上昇する TARC を測定した．本研究 は，
倫理委員会の 承認を得 て 行われ た．【成績】IgG （＋ ）IgA （一）群 は，27 例 存在 しT

　IgG （＋ ）IgA （＋ ）群 は，22例存在し
た．IgG （一）IgA （一）群 は，185例，　 IgG （

一
＞IgA （＋ ）群 は，3例 で あっ た．　 IgG （

一
）IgA （

一
）群 と IgG （一＞IgA

（＋ ）群間で は，IgG，　 IgA ．　hspAb に差 を認 め な か っ た．　IgG （÷ ）IgA （
一
）群 に 比 べ IgG （＋ ）IgA （＋ ）群 は，　hspAb

と IP−10が有意 に 高値を示 し（hspAb ：1．59± 1．03　vs 　O．97± 0．82　pくO．05，　IP−10：121．4　±　17．3　vs 　90．7 ± 8．l　p＜ 0．05）．　TARC は低
値傾向を示 した．【結論】IgG （＋ ）IgA （＋ ）群 は ，ク ラ ミ ジ ア 感染が 治癒 した に もか か わ らず細胞性免疫 が優 位 で hspAb
が 高値を示 した こ とか ら DTH の 存在が推測 され た．以 上 よ りIgA が 陽性 を示すケ

ー
ス で は，　DTH に伴 う卵管組織障害を念

頭 に お く必 要 が あ る，

K3−21　 ラ ロ キ シフ ェ ン の 投与 に よ っ て 血中 monocyte 　chemeattractant 　protein
−1 お よびイ ン ターロ イ キ ン 7 は減少す る
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【目的】ラロ キ シフ ェ ン は，脂質代謝や 血管炎症 マ ーカーに影響す る こ とが報告されて い るが，こ れ らの パ ラ メ
ー

タ
ーと関連

した サ イ トカ イ ン お よ び ケ モ カ イ ン に対 す る効果 は明 らか に され て い ない ，そ こ で，閉経後女性 に おい て ラ ロ キシ フ ェ ン投与
に よ る サ イ トカ イ ンや ケ モ カイ ン の 変化 を脂質お よ び血 管炎症の パ ラ メ ーターと と も に 検討 した．【方法】倫理 委員 会 の 承認
を得 た研 究 と して，炎 症性疾 患 を有 さない 閉経後女性 53例 を ラ ロ キ シ フ ェ ン投与群 （26 例）お よび コ ン トロ ー

ル 群 （27例）
に分 け，血 清中の 8種類 の サイ トカ イン の 測定を行っ た．同時 に脂質代謝お よび 血管炎症マ ーカーに つ い て も検討 を行 っ た ，
な お，サ イ トカ イ ン濃度は サ イ トカ イ ン ー括 測 定 シス テ ム に よ り同時 に測 定 した．【成績】ラ ロ キ シ フ ェ ン投与群で は，投与前
に 比べ て投与 12 ヵ 月 後 の IL−7お よび monocyte 　chemoattractant 　protein （MCP ）

−1 値は 有意に （p ＝O．Ol4，　 p ＝0．0003）低
下 し，変化 率 を比較 す る と，コ ン ト ロ ール 群で は ＋ 17．8％ お よび 一3，7％ で あ っ た が，ラ ロ キ シ フ ェ ン投与群 で は 一43．2％ お
よ び 一3＆3％ とコ ン トロ

ー
ル 群 に比べ て有意 （p ＝0． 31，p ＝0，0024）で あ っ た，しか し，他 の サ イ トカ イ ン に つ い て は 有意 な

変化が み られ な か っ た．また，プ ロ キ シフ ェ ン投与群で は ，LDL 一コ レ ス テ ロ ール お よび E −selectin の 有意な低下 を認 め た が，
こ れ らの 変化 は IL−7お よび MCP −1 の 変化と有意な扣関が み られ なか っ た，【結論】閉経後女性 にお い て ，ラ ロ キ シ フ ェ ン投
与 に よ り MCP −1 お よ び IL−7 は 有意 に低下す る こ とが明らかとなっ た．
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